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公こ

う

明め

い

党と

う

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク

　

保
育
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
等
で

の
子
ど
も
の
預
か
り
保
育
の
対
応

は
。�

（
勝
野
智
行
）連休中の子どもの預け先は

こ
ど
も
部
長　

日
曜
・
祝
日
に
子
ど

も
の
預
か
り
が
必
要
な
場
合
は
、

「
休※
１

日
保
育
」
と
「
フ※

２
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
2
つ
で
対
応
し
て

い
る
。
今
連
休
中
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
保
育
ニ
ー

ズ
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
4
月
30
日

と
5
月
2
日
に
拠
点
と
な
る
保
育
施

設
で
の
預
か
り
保
育
の
実
施
を
想
定

し
て
お
り
、
保
護
者
へ
の
意
向
調
査

後
、
4
月
に
申
請
受
付
を
行
う
。

松
本
市
の
接
遇
マ

ニ
ュ
ア
ル

　

策
定
後
14
年
が
経
過
し
て
い

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
の
必

要
性
や
今
後
の
活
用
策
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

の
見
解
は
。�

（
上
條
美
智
子
）

総
務
部
長　

接
遇
の
ポ
イ
ン
ト
が
要

領
よ
く
示
さ
れ
、
現
在
で
も
十
分
活

用
で
き
る
が
、
接
遇
実
態
調
査
で
改

善
す
べ
き
と
さ
れ
た
点
を
中
心
に
内

容
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
職
場
内

研
修
等
で
の
活
用
を
徹
底
し
て
い
く
。

ま
た
、
職
員
の
接
遇
に
対
す
る
姿
勢

や
態
度
を
市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。松本市接遇マニュアル「さわ

やかマナー笑顔でこんにちは」

子
育
て
支
援
ア
プ

リ
導
入
を

　

子
育
て
世
代
の
安
心
感
を
醸

成
し
、
健
康
管
理
面
で
の
効
用
も

確
か
で
あ
る
。
子
ど
も
の
未
来
に

必
要
な
投
資
と
し
て
導
入
を
求

め
る
が
見
解
は
。�

（
近
藤
晴
彦
）

健
康
福
祉
部
長　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
す
る
子
育
て
世
代
の
需
要
が

高
く
、全
国
で
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
が
、
県
内

自
治
体
共
同
で
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
や
、
市
で

導
入
を
研
究
し
て
い
る
市
民
生
活
総

合
支
援
ア
プ
リ
も
含
め
、
効
果
的
な

運
営
方
法
を
検
討
し
導
入
を
図
る
。

政せ

い

友ゆ

う

会か

い

旧
松
本
環
状
高
家

線
の
道
路
改
良

　

全
線
の
改
良
は
時
間
を
要
す

る
。
転
落
事
故
の
あ
っ
た
危
険
箇

所
等
へ
は
先
行
し
て
歩
道
設
置

が
で
き
な
い
か
。�
（
村
上
幸
雄
）

建
設
部
長　

事
故
の
あ
っ
た
箇
所
へ

は
、
転
落
防
止
柵
を
設
置
し
た
が
、

更
に
反
射
板
等
を
取
り
付
け
、
一
層

の
安
全
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
早

期
に
歩
道
を
設
置
す
る
。
小
中
学
生

の
通
学
、
自
転
車
で
通
学
す
る
高
校

生
の
安
全
確
保
の
た
め
、
実
施
可
能

な
場
所
か
ら
歩
道
設
置
等
の
安
全
対

策
を
進
め
て
い
く
。

村
井
駅
を
中
心
と
し

た
新
た
な
交
通
体
系

　

駅
西
口
が
整
備
さ
れ
、
駅
の
東

西
で
バ
ス
発
着
が
可
能
に
な
れ

ば
、
バ
ス
路
線
拡
充
も
考
え
ら
れ

る
。
新
た
な
交
通
体
系
の
整
備
に

つ
い
て
見
解
は
。�

（
村
上
幸
雄
）南部地域の交通拠点である村井駅

建
設
部
長　

駅
西
口
に
西
部
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
発
着
所
を
設
置

す
れ
ば
、
鉄
道
へ
の
乗
換
え
時
間
が

短
縮
で
き
、
バ
ス
利
用
者
の
増
加
も

見
込
め
る
。
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

駅
東
側
の
バ
ス
路
線
は
、
今
後
内
田

方
面
な
ど
へ
の
運
行
に
つ
い
て
地
域

の
需
要
を
調
査
し
、
運
行
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

農
業
の
担
い
手
不

足
解
消
の
た
め
に

　

若
者
か
ら
農
業
に
魅
力
が
な

い
、
安
定
し
た
収
入
が
な
く
不
安

だ
と
い
う
声
を
聞
く
。
魅
力
あ
る

商
品
開
発
や
観
光
農
業
な
ど
「
儲

か
る
農
業
」
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。�

（
宮
坂
郁
生
）

農
林
部
長　
「
儲
か
る
農
業
」
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
農
産
物
の

価
値
そ
の
も
の
を
高
め
る
ブ
ラ
ン
ド

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
結
果
、
平
成
16
年
か
ら
30
年
度

ま
で
に
33
人
が
新
規
就
農
す
る
な
ど

効
果
が
出
始
め
て
い
る
。
松
本
が
魅

力
あ
る
農
業
地
域
と
な
る
よ
う
、
今

後
も
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

公※
３

共
施
設
再
配
置

計
画

　

計
画
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
各
地
区
の
課
題
と
問

題
点
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
対
応

し
て
い
く
の
か
。�

（
宮
坂
郁
生
）

議員が市民の代表として市の政策等に対する質問を行っています。
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財
政
部
長　

個※
４
別
施
設
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
地
域
の
身
近
な
施
設
の

改
廃
も
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
改

廃
の
必
要
性
を
伝
え
、
地
域
特
性
や

課
題
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
丁
寧
な
説
明
と
皆
さ

ん
の
理
解
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

県
道
大
野
田
梓
橋

停
車
場
線
・
崖
の
下

　

の
り
面
崩
落
に
よ
る
通
行
止
め

か
ら
約
6
年
が
経
過
し
、
対
策
と

し
て
梓
川
へ
の
橋
り
ょ
う
新
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
と
今

後
の
見
通
し
は
。�

（
宮
坂
郁
生
）

崩落により全面通行止めとなった県道大野田梓
橋停車場線

建
設
部
長　

県
は
、
昨
年
3
月
に
ル

ー
ト
を
決
定
し
、
平
成
30
年
度
は
予

備
設
計
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
31

年
度
に
橋
り
ょ
う
な
ど
の
詳
細
設

計
、
32
年
度
に
取
付
道
路
な
ど
の
用

地
測
量
等
に
着
手
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、
地
元
と

の
調
整
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

み
ん
な
の
未み

来ら
い

公
立
病
院
の
役
割

と
は

　

松
本
市
立
病
院
の
あ
り
方
を

考
え
る
際
に
前
提
と
す
べ
き
公
立

病
院
の
役
割
に
つ
い
て
見
解
は
。

�

（
小
林
あ
や
）

病
院
局
長　

小
児
医
療
、
周
産
期
医

療
だ
け
で
な
く
、
安
曇
・
奈
川
地
区

な
ど
に
対
す
る
へ
き
地
医
療
、
そ
の

他
の
一
般
診
療
科
を
含
め
、
人
口
と

医
療
施
設
が
少
な
い
地
域
に
市
民
の

健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
を
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
政
策
的
に
提
供
す
る

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
西

部
地
域
に
あ
る
こ
と
で
、
中
心
市
街

地
と
の
医
療
的
な
格
差
を
少
な
く
す

る
と
い
う
意
義
と
役
割
も
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
事
業

　

計
画
初
期
に
お
け
る
市
民
と

の
合
意
形
成
が
重
要
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
過
程
で
市
民
の
合

意
を
広
く
得
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
か
。�

（
小
林
あ
や
）

政
策
部
長　

市
民
の
理
解
を
得
る
た

め
、
常
に
議
会
と
と
も
に
、
慎
重
か

つ
丁
寧
に
事
業
を
進
め
て
き
た
。
説

明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
基
本
構
想
も
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
見
直
す
な
ど
、
で
き
る
限
り
時

間
を
か
け
市
民
や
議
会
の
意
見
聴
取

に
努
め
て
き
た
。
引
き
続
き
説
明
会

等
で
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

赤※
５
ち
ゃ
ん
先
生
事
業

　

他
市
で
は
婚
活
事
業
に
導
入

し
、
高
い
成
婚
率
を
得
る
結
果
が

出
て
い
る
。
少
子
化
対
策
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
導
入
す
る
考
え

は
。�

（
小
林
あ
や
）

地
域
づ
く
り
部
長　

緊
張
す
る
場
面

に
赤
ち
ゃ
ん
が
加
わ
る
こ
と
で
場
の

空
気
が
和
ら
ぐ
こ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を

あ
や
す
姿
を
通
じ
て
、
相
手
の
素
顔

が
見
え
た
り
、
お
互
い
の
距
離
感
が

縮
ま
る
こ
と
、
結
婚
後
の
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
り
や
す
い
こ
と
な
ど
導
入
の

効
果
が
期
待
で
き
る
。
試
行
的
に
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

市
立
病
院
移
転
後
の
波
田

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
の
変
化
と
影
響
を
ど
う

考
え
、
今
後
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

住
民
と
情
報
を
共
有
さ
せ
て
い

く
の
か
。�

（
小
林
あ
や
）市立病院移転による地域への影響は

政
策
部
長　

病
院
は
波
田
支
所
や
駅

と
一
体
と
な
り
人
の
流
れ
を
作
っ
て

い
る
地
区
の
中
心
で
あ
り
、
移
転
に

よ
り
駅
周
辺
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
病

院
建
設
事
業
の
進
捗
に
応
じ
、
機
会

を
捉
え
て
波
田
地
区
町
会
連
合
会
を

は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
波
田
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
て
い
く
。

子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
た
め
に

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
土
台

に
多
く
の
取
組
み
を
実
施
し
て

い
る
が
、
児
童
虐
待
の
相
談
件

数
、
内
容
、
そ
れ
に
対
す
る
取
組

み
は
。�

（
田
口
輝
子
）

23 の関係機関で構成する松本市要保護児童対
策地域協議会

こ
ど
も
部
長　

平
成
29
年
度
の
相
談

件
数
は
71
件
で
、
主
な
内
容
は
ネ
グ

レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
37
件
、
身
体

的
虐
待
21
件
な
ど
で
あ
っ
た
。
状
況

に
応
じ
て
児
童
相
談
所
や
関
係
部
署

と
同
行
訪
問
を
行
い
、
家
庭
状
況
を

確
認
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て

い
る
。
ま
た
、
継
続
的
な
支
援
が
必
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要
な
場
合
が
多
い
た
め
、
関
係
機
関

で
構
成
す
る
協
議
会
に
お
い
て
状
況

把
握
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

�
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う�

松ま
つ

本も
と

市し

議ぎ

団だ
ん

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
推
進

　

小
学
校
で
学
ぶ
肢
体
不
自
由

児
童
が
、
中
学
校
で
も
共
に
学
べ

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

�

（
澤
田
佐
久
子
）移動をサポートする昇降機

教
育
長　

中
学
生
に
な
る
と
体
も
成

長
し
、
特
別
教
室
で
授
業
を
行
う
教

科
も
増
え
る
こ
と
か
ら
移
動
や
排
泄

等
の
介
助
も
難
し
く
、
小
学
校
と
同

じ
対
応
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

市
内
小
中
学
校
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
を
重
点
的
に
進
め
る
拠
点

校
を
選
定
し
、
早
期
に
肢
体
不
自
由

特
別
支
援
学
級
の
開
設
を
目
指
す
。

市
営
住
宅
入
居
時

の
保
証
人

　

連
帯
保
証
人
が
確
保
で
き
な

い
場
合
に
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
「
長
野
県
あ
ん
し
ん
創
造

ね
っ
と
」
の
「
入
居
保
証
・
生
活

支
援
事
業
」
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
。�

（
犬
飼
明
美
）市営住宅（寿団地B-5 棟）

建
設
部
長　

当
事
業
は
、
本
市
が
連

帯
保
証
人
に
求
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
が
、
家
賃
の
滞
納
保
証
が
3

カ
月
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
定
め
が
あ

る
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、
生

活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
い
さ

ぽ
」
の
支
援
が
必
要
な
方
と
し
て
い

る
。
当
事
業
の
窓
口
の
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
事
業
の

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
国
保
税
が

高
い
理
由

　

平
成
29
年
9
月
定
例
会
で
県※

６
域

化
前
の
国
保
税
額
へ
の
影
響
要
因

に
つ
い
て
、「
一
般
会
計
か
ら
特

例
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
市
と

そ
う
で
な
い
市
と
で
違
い
が
あ

る
。
特
例
繰
り
入
れ
を
行
う
中
で

低
く
な
っ
て
い
る
市
も
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
今
回
の
答
弁
に
は
な
か

っ
た
が
、
そ
の
と
お
り
か
確
認
す

る
。�

（
池
田
国
昭
）

健
康
福
祉
部
長　

平
成
29
年
当
時
そ

の
と
お
り
答
弁
し
た
。

財※
７

政
調
整
基
金
と

減※
８

債
基
金
の
現
状

　

両
基
金
の
合
計
に
つ
い
て
、
松

本
市
の
人
口
一
人
あ
た
り
の
残
高

は
、
施
行
時
特
例
市
及
び
中
核
市

の
中
で
何
位
か
。�

（
池
田
国
昭
）

財
政
部
長　

両
基
金
の
残
高
は
最
新

の
平
成
28
年
度
決
算
数
値
を
、
人
口

は
29
年
1
月
1
日
の
数
値
を
使
用
す

れ
ば
、
両
基
金
を
合
わ
せ
た
本
市
の

人
口
一
人
あ
た
り
の
残
高
は
、
施
行

時
特
例
市
36
市
中
、
第
1
位
で
あ

り
、
中
核
市
48
市
に
本
市
を
加
え
た

49
市
中
、
第
2
位
と
な
っ
て
い
る
。

開か

い　

明め

い

市
外
郭
団
体
へ
の
市
職

員
の
再
就
職
の
現
状

　

市
が
補
助
金
、
負
担
金
、
委
託

料
な
ど
を
支
出
し
て
い
る
団
体

の
う
ち
、
市
職
員
が
再
就
職
し
て

い
る
団
体
数
と
人
数
は
。

�

（
川
久
保
文
良
）

総
務
部
長　

平
成
30
年
度
現
在
、
松

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
15
人
の
ほ

か
、
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
中
信
社
会
福
祉
協
会
、
松
本

市
勤
労
者
共
済
会
な
ど
、
20
の
団
体

に
37
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

市
職
員
の
再
就
職

状
況
の
公
表

　

多
く
の
自
治
体
で
公
表
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
再
就
職
の
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
規

定
等
を
整
備
し
、
退
職
後
の
再
就

職
先
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

す
る
考
え
は
。�

（
川
久
保
文
良
）

総
務
部
長　

本
市
で
は
職
員
の
再
就

職
先
情
報
の
届
け
出
の
義
務
化
や
公

表
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
照
会
が
あ

れ
ば
回
答
し
て
い
る
。
再
就
職
に
お

け
る
公
正
性
及
び
透
明
性
確
保
の
点

か
ら
も
公
表
が
必
要
と
考
え
る
の

で
、
例
規
の
整
備
や
公
表
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

長
野
国
体
の
サ
ッ

カ
ー
競
技
誘
致
を

　

国
体
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
誘
致
す

る
と
と
も
に
、
芝
生
の
サ
ッ
カ
ー

場
を
整
備
し
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
育

成
に
も
利
用
で
き
れ
ば
と
考
え
る

が
見
解
は
。�

（
井
口
司
朗
）

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

国
体
の
各
競

技
会
場
は
、
県
が
各
市
町
村
と
調
整

を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に

決
定
す
る
。
本
市
と
し
て
は
、
開
催

に
よ
る
効
果
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
受
入
れ
が
可
能
な
競
技
を
決
定

し
て
い
く
。
な
お
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
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を
本
市
で
開
催
す
る
場
合
で
も
、
新

た
な
施
設
を
整
備
す
る
予
定
は
な
い
。

松本山雅 FCホームスタジアム「サンプロアル
ウィン」

「
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が

あ
る
街
」の
Ｐ
Ｒ
を

　

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
、

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
エ
ン
ブ
レ
ム

や
ガ
ン
ズ
君
を
描
き
「
Ｊ
リ
ー
グ

チ
ー
ム
が
あ
る
街
」
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
な
い
か
。�

（
井
口
司
朗
）

上
下
水
道
局
長　

現
在
、
設
置
計
画

を
進
め
て
お
り
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
と

調
整
中
で
あ
る
。
現
在
の
鉄
蓋
を
活

用
す
る
な
ど
、
簡
易
的
、
限
定
的
で

は
あ
る
が
、「
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が
あ

る
街
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
併
せ
て
市

民
に
下
水
道
事
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
校
で
の
虐

待
の
実
態
把
握

　

学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
実
態

把
握
し
て
い
る
の
か
。「
い
じ
め
・

体
罰
等
の
実
態
調
査
」
に
虐
待
に

つ
い
て
の
項
目
を
追
加
で
き
な

い
か
。�

（
今
井
ゆ
う
す
け
）

教
育
部
長　

養
護
教
諭
が
重
要
な
役

割
を
担
い
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
を
加
え
、
個
別
に
面
談
や
相
談

を
行
っ
て
い
る
。
気
が
か
り
な
ケ
ー

ス
は
専
門
機
関
と
も
連
携
し
、
対
応

し
て
い
る
。
今
後
は
、「
い
じ
め
・

体
罰
等
の
実
態
調
査
」
の
中
に
自
由

記
述
欄
を
設
け
、
様
々
な
悩
み
に
早

期
に
気
づ
き
、
適
切
な
対
応
、
支
援

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

期
日
前
投
票
所

　

有
権
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
大
学
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
ほ
か
、
期
日
前
投
票
所
の
手

薄
な
南
部
地
域
へ
設
置
し
て
は
。

�

（
今
井
ゆ
う
す
け
）

選
挙
管
理
委
員
長　

大
学
や
大
型
商

業
施
設
へ
の
設
置
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
や
通
信
環
境
等
の
課
題
も
あ
る

が
、
利
便
性
や
選
挙
啓
発
の
観
点
で

有
効
な
た
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

南
部
方
面
へ
の
設
置
は
、
駐
車
場
等

の
課
題
か
ら
設
置
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
人
口
の
多
い
芳
川
・
寿

方
面
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。松本駅自由通路の期日前投票所

避※
９

難
行
動
要
支
援

者
へ
の
支
援

　

平
常
時
か
ら
個
別
支
援
計
画

の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。
計
画
の

策
定
状
況
及
び
避
難
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
は
。

�
（
芝
山
稔
）

健
康
福
祉
部
長　

災
害
時
等
要
援
護

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

災
害
時
の
支
援
体
制
づ
く
り
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
個
別
支
援

計
画
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
の

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
避
難
行

動
要
支
援
者
に
つ
い
て
も
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
相

談
し
、
各
地
区
・
町
会
の
実
情
に
応

じ
た
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

市
税
と
国
保
税
の

徴
収
の
あ
り
方

　

国
保
財
政
の
健
全
化
を
果
た

す
た
め
、
納
税
課
と
保
険
課
に
分

か
れ
て
い
る
徴
収
部
門
を
統
合

す
る
な
ど
、
組
織
の
見
直
し
を
行

う
考
え
は
。�

（
芝
山
稔
）

健
康
福
祉
部
長　

統
合
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
両
課
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て

い
る
財
産
調
査
等
重
複
し
た
事
務
の

効
率
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
性
格
の
異
な
る
2
つ
の
税
の

徴
収
事
務
を
、
画
一
的
に
扱
う
こ
と

に
よ
る
収
納
率
の
低
下
が
あ
げ
ら
れ

る
。
平
成
21
年
以
降
、
市
税
・
国
保

税
と
も
収
納
率
が
向
上
し
て
き
て
お

り
、
徴
収
部
門
の
組
織
見
直
し
は
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

誠ま
こ
と

の
会か

い

内
環
状
北
線
の
整
備

　

平
成
29
年
9
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
提
案

し
た
が
、
今
後
の
整
備
方
針
は
。

�

（
阿
部
功
祐
）賑わいの創出や地域活性化に寄与できる道路整備を

城
下
町
整
備
本
部
長　

道
路
と
し
て

の
移
動
や
運
搬
の
機
能
だ
け
で
な

く
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
健
康
づ
く
り

が
行
え
る
空
間
の
創
出
や
、
ベ
ン
チ

設
置
等
に
よ
り
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
車
道
と
歩

道
が
一
体
的
に
使
用
で
き
る
構
造
と



市議会だより　Vol.185

6

一般質問ハイライト

し
、
イ
ベ
ン
ト
利
用
等
に
も
配
慮
し

て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
日

本
語
支
援
の
充
実
を

　

支
援
依
頼
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。
現
在
の
課
題
と
今
後

の
方
針
は
。�

（
阿
部
功
祐
）

教
育
長　

日
本
語
で
の
日
常
会
話
は

で
き
て
も
、
学
習
言
語
の
習
得
が
困

難
な
た
め
、
学
校
生
活
へ
適
応
で
き

な
い
、
進
学
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

と
い
っ
た
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

中
学
校
の
指
導
拠
点
と
な
る
教
室
を

設
け
、
中
学
生
を
中
心
と
し
た
新
た

な
指
導
体
制
の
研
究
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
日
本
語
支
援
員
の
増
員

に
努
め
て
い
く
。

副※1
※

学
籍
制
度

　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
導
入
の
時
期
は
。
ま
た
、
他

市
町
村
で
の
成
果
と
課
題
に
つ
い

て
の
見
解
は
。�

（
阿
部
功
祐
）

教
育
長　

平
成
32
年
度
の
完
全
実
施

を
目
指
し
て
い
る
。
先
進
地
域
で

は
、
学
校
行
事
に
向
け
て
練
習
か
ら

交
流
を
続
け
る
こ
と
で
、
日
常
的
な

交
流
と
深
い
相
互
理
解
に
つ
な
が
っ

た
と
聞
く
。
一
方
で
、
制
度
は
あ
る

が
積
極
的
な
交
流
等
が
行
わ
れ
な
い

市
町
村
も
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、

児
童
生
徒
同
士
の
相
互
理
解
を
深
め

る
機
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
く
。

若
者
の
自
己
肯
定

感
を
育
む
た
め
に

　

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
政
策
の
充
実
が
必

要
と
考
え
る
。
教
育
長
の
考
え

は
。�

（
阿
部
功
祐
）

教
育
長　

ま
ず
は
、
中
央
公
民
館
等

の
若
者
施
策
を
充
実
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
多
様
な
機
会
を
つ
く

り
、
地
域
全
体
で
若
者
を
応
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。
魅
力
あ
る

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
、
人
と
の
出

会
い
、
活
動
の
場
を
充
実
さ
せ
る
。

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
を

作
り
、
多
く
の
選
択
肢
の
中
で
自
ら

を
愛
し
、
自
ら
に
誇
り
を
持
ち
行
動

で
き
る
若
者
の
育
成
を
進
め
て
い
く
。

健
康
寿
命
延
伸
都
市

の
実
現
の
た
め
に

　

平
成
24
年
12
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
都
市
宣
言
を
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。
宣
言
に
基
づ
く

取
組
み
の
評
価
は
。

�

（
大
久
保
真
一
）

市
長　

一
昨
年
、
野
村
総
合
研
究
所

が
発
表
し
た
「
産
業
創
発
力
の
成
長

可
能
性
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
総
合

順
位
で
8
位
に
な
る
な
ど
、「
健
康

寿
命
延
伸
都
市
宣
言
」
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
や
「
健

康
寿
命
」
は
国
民
用
語
と
な
っ
て
い

る
。
都
市
宣
言
を
し
た
こ
と
、ま
た
、

い
ち
早
く
進
め
て
き
た
取
組
み
に
、

一
定
の
及
第
点
を
付
け
て
も
良
い
の

で
は
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
着
実

に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

健
康
寿
命
延
伸
・
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
取
組

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
づ

く
り
が
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
そ
の
評
価
は
。�

�

（
大
久
保
真
一
）

市
長　

小
中
学
校
で
生
活
習
慣
病
予

防
の
授
業
を
取
り
入
れ
、
学
校
健
診

の
結
果
に
基
づ
く
食
習
慣
や
運
動
等

の
指
導
を
し
て
い
る
。
更
に
将
来
の

重
大
な
疾
病
を
防
ぐ
た
め
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
事
業
等
の
施
策
を
行
っ
て
い

る
。
健
康
寿
命
は
過
去
と
比
較
し
男

女
と
も
延
び
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
捉
え
て
い
る
。

------------------------------------------------------

■
用
語
解
説

※
1
　
休
日
保
育
／
1
歳
以
上
の
未
就
学

児
童
を
対
象
に
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
、
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
で
保

育
す
る
。（
事
前
登
録
、
予
約
制
）

※
2
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
／
子

育
て
支
援
を
受
け
た
い
人
と
支
援
で
き

る
人
が
会
員
と
な
り
、
0
歳
児
か
ら
15

歳
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
。
通
常
の

保
育
に
加
え
、
病
児
、
夜
間
の
預
か
り

も
可
能
。

※
3
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
／
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
、

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
複
合
・
集

約
化
、
更
新
、
長
寿
命
化
な
ど
に
よ
る

公
共
施
設
の
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な

維
持
管
理
、
運
営
方
法
や
最
適
な
配
置

方
針
を
示
す
も
の

※
4
　
個
別
施
設
計
画
／
個
別
施
設
ご
と

の
概
ね
5
～
10
年
間
の
取
組
方
針
を
示

す
も
の

※
5
　
赤
ち
ゃ
ん
先
生
事
業
／
赤
ち
ゃ
ん

と
マ
マ
が
教
育
機
関
や
高
齢
者
施
設
等

を
訪
問
し
、
学
び
・
癒
し
・
感
動
を
共

有
す
る
人
間
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
6
　
国
民
健
康
保
険
の
県
域
化
（
広
域

化
）／
平
成
30
年
4
月
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
市
町

村
か
ら
都
道
府
県
に
移
り
、
市
町
村
単

位
で
行
わ
れ
て
き
た
国
民
健
康
保
険
の

運
営
を
広
域
化
し
た
も
の

※
7
　
財
政
調
整
基
金
／
地
方
公
共
団
体

が
年
度
間
の
財
源
の
変
動
に
備
え
て
積

み
立
て
る
基
金
。
財
源
に
余
裕
が
あ
る

年
度
に
積
み
立
て
て
お
き
、
災
害
な
ど

必
要
や
む
を
得
な
い
理
由
で
財
源
不
足

が
生
じ
た
年
度
に
活
用
す
る
。

※
8
　
減
債
基
金
／
市
債
の
償
還
（
借
金

の
返
済
）
に
備
え
て
、
市
債
を
発
行
し

て
い
る
う
ち
か
ら
一
定
の
金
額
を
積
み

立
て
る
も
の
。
市
債
の
償
還
に
必
要
な

財
源
を
確
保
し
、
財
政
の
健
全
な
運
営

を
行
う
た
め
の
基
金

※
9
　
避
難
行
動
要
支
援
者
／
本
市
で
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
災
害
対
策
基
本
法
で

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
と
21
年
度
か
ら

任
意
登
録
制
度
に
よ
る
「
災
害
時
等
要

援
護
者
登
録
名
簿
」
で
、
災
害
時
等
に

配
慮
が
必
要
な
方
を
把
握
し
て
き
た
。

32
年
度
か
ら
は
、
こ
の
2
つ
の
名
簿
を

統
合
し
、
名
簿
登
載
者
の
平
常
時
の
見

守
り
支
援
や
災
害
時
の
避
難
支
援
等
を

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
。

※
10
　
副
学
籍
制
度
／
特
別
支
援
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
が
、
居
住
地
の
小

中
学
校
に
副
次
的
な
学
籍
を
置
く
制
度
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政策討論会等

議
案
と
議
決
結
果

今
号
で
は
、
編
集
の
都
合
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
2
月
定
例
会

の
詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
松
本
市
議
会　

定
例
会
・
臨
時
会
情
報

　
　

 

）
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

本
会
議
、
委
員
会
及
び
委
員
協
議

会
な
ど
議
会
の
会
議
は
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
松
本
市
議
会　

傍
聴
の
ご
案
内

　
　

 

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

検
索

検
索6 月定例会の予定

6月 10日（月）本会議（開会）

6月 11日（火）請願・陳情提出期限

6月 17日（月）～ 19日（水）
本会議（市政一般に対する質問）

6月 20日（木）～ 26日（水）委員会審査等

6月 27日（木）本会議（閉会）

※上記の日程は、変更となる場合があります。

総務委員会
テーマ「都市間交流について」

（提言要旨）

都市間交流は、市民同士の交流を通じて共通理解
を深めることで、互いの享受できるメリットが大き
いため、これまでの経過を踏まえ、継続すべきもの
と考える。
市の担当課が松本市としての基本的な考え方を共
有し、首長による会議の開催や相互訪問などにより、
お互いにその考え方を理解した上で交流を図り、庁
内や他市との連携を強化することで、市全体の事業
としての継続性を維持できると考える。

建設環境委員会
テーマ「持続可能な公園について」

（提言要旨）

本市の財産・資源ともいえる公園を、将来
にわたって末永く維持し、市民から愛される
公園にするため、管理の負担を減らし、使い
やすい公園にするよう次の 2点について提言
する。
⑴　公園の適性配置や賃借料の見直し等のた
めの総点検の実施
⑵　公園の管理体制の見直し

経済地域委員会
テーマ
「山岳資源を活用した、これからの観光振興につ
いて」

（提言要旨）

地域資源を活用した滞在型、体験交流型観光につ
いては、既に全国各地の自治体で取り組まれている
ことから、本市の持つポテンシャルを最大限に活か
しつつ、他の地域との差別化を図っていく必要があ
るため、次の 2点について提言する。
⑴　山岳、温泉、食とウォーキングを組み合わせた
誘客プログラムの造成
⑵　デ

※
ジタルマーケティングの手法の導入

政策提言に向けた政策討論会を
開催しました（2/18）

議会基本条例に基づく取組みとして、常任
委員会ごとにテーマを決めて調査研究を行っ
ています。
調査研究に基づいて各委員会で政策提言の

素案を作成し、全議員で構成する「政策討論
会」での議論、議会運営委員会への協議を経
て、議長から市長へ政策提言を行います。
平成 30 年度は、総務委員会、経済地域委

員会、建設環境委員会から提言書の素案が出
されました。

※デジタルマーケティング：様々なチャネル（Web サイ
ト、Eメール、SNS、スマートフォンアプリ、IoT な
ど）を通して得られる消費者のデジタルなデータを活
用したマーケティングのこと
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編
集
後
記

今
号
が
現
在
の
編
集
委
員
に
よ
る
最
後

の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
、
議
会
の
活
動
状
況
や
市
政
の
動
き

を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
作
成
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
議
会
だ
よ

り
を
通
じ
て
市
議
会
に
対
し
て
理
解
と
関
心

を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

現
議
員
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
松
本
市
の

更
な
る
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

広
報
部
会　

議
会
だ
よ
り
編
集
班

�

　
　
　
　

部
会
長　

芝
山　
　

稔

�

　
　
　

副
部
会
長　

上
條
美
智
子

�

　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
真
一

�

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
幸
代

�

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
幸
雄

�

　
　
　
　
　
　
　
　

南
山
国
彦

議会のうごき
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7
13
18
20
21

市役所新庁舎建設特別委員会、
委員協議会（教育民生・経済地域委員会）
委員協議会（総務・建設環境委員会）
議会運営委員会
政策討論会
2月定例会（～ 3/15）
当初予算説明会（～ 2/25）

2月定例会（2/20 ～ 3/15）

２
月

３
月

経 済 懇 談 会（1/31）
　経済動向等の理解を深めるた
め、毎年、「経済懇談会」を開
催しています。
　今回は松本信用金庫理事長の
田中鈴生氏を講師に迎え、「当
地域の金融について」と題し、
ご講演いただきました。

YouTube（ユーチューブ）・SNSに関する研修会を開催しました（1/25）
　「ユーチューブ・SNSで市民と議会の距離を縮めるためには」と題し、株式会社エイ・
ティ・エフ代表取締役社長の籔田博大氏にご講演いただきました。
　松本市議会では、本会議の録画映像を市議会ホームページで配信していますが、スマ
ートフォン等での視聴ができないため、現在、スマートフォン等でも視聴可能な
YouTube での配信に向け検討を進めています。

平成 30 年 12 月 21 日から 27 日までの 4日間（土日を除く）、議員が 1年
生 5クラスの現代社会の授業に参加し、市政等に関する意見交換を行いまし
た。
この取組みは、若者に市議会を身近に感じてもらうことを目的として毎年
実施しているもので、今回で 4回目になります。
生徒との意見交換では、
・自転車専用道路を増やしてほしい
・若者の東京などへの流出が問題となっているが、将来松本へ戻ってくる
ようなまちづくりをしてほしい
・請願などのような堅苦しい形ではなく、若者（高校生）が気軽に意見を
言えるようなSNSを使った仕組みを作ってほしい

など様々な意見が出されました。
松本市議会では、今後も若者の政治への関心を高める取組みを進めていき
ます。

松本工業高等学校と意見交換会を開催しました

まつもと市議会だより
配信アプリの登録を

スマートフォンや
タブレット端末で

まつもと市議会だよりを
読むことができます。


